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場合プリンタを主MiJさせて記録させることもできる。一方デジ

タノレ記録は操作般の押しボタンによって，航海記録または出入

港記録に必要な諸フじを定められたプログラムに1;( ってプ リ ンタ

が順次に印字し，終了すれば自動的に停止する。この記録の a

t同jは凶ーl のとおりである。アナ ロ 〆記録は主としてベン式記録

器が!止 IIJ され，その記録は凶 2 のごときものである。

ほかに打点式および放電記録式のものが併用されている。各

記録協は JJ (1'0によって一つの押しボタン傑作によって同時に数

組が作動するものと ， 単独に作動するもの， 述統作動するもの

など，数併に分けられている。

航海ロガーの構成は図 3 のとおり 三つの部分に大別されて

いる。 (a)の本体は主として入力の切換え， デジタノレ変換，計算

などを行なう nt気 |叶路を内政した部分で，起111) ， ~均経時以外に

操作するとこ ろはなL 、。 (b)の デジタ ノレ部は， Jti ノじのー庁I~を単独

に呼び出す押しボタ γ訴と ， これにより数字を表示する投影ぷ

d< ?，i↓および印字を行なうプ リンタ より成り ，繰だ室内のlfii凶机

側 1 (' Ííζ災 úili されている。 (0)はアナログ部で，三三 ifiiに数鮮の記録

j!iIと操「ド継があり ， 内部に制御l叶路と発信器の一部が以り付け

られている。このほかに↑内側清元を屯気信号で送出する発信総

(検山総・検山端・変換器)が多数あるが，これらの大部分は他

の機以または船体各部に以り {、j けられており，本装lit と電線で

結合されてし、る。

航海ロガーの沼気的な系統凶はL"4 -4 ，こぶすとおりである。信

号の'<I，':X\的傾:tiIiは多悌で，機械軸より 1 ，'; 械をN るも のはj凶市ポ

テンショメ ータによる鉱抗または'必圧により発信して\，るが，

喫水や ヒ ーリ γ グ・タ γ ク ・ レベノしなどは正力のIf;で訂ð(lJ して

マイクロセン式圧力変換おにより 1 -5mA の '， 11I/，( で 送出され

るので，本機内の除、準低抗によって'.u:庄で取り 1 1\ している。

また気温などはìP，1J温抵抗体による抵抗微少笈化の )f; て'1cl，'j さ

れ，針路はジャイロコンパスのステップ ・ モータ借りとしてi差

出されるので， 本機内でポテ ンン/ヨメータをl司似させて ';12 )) の

形に変換してから使用している。本体と デジタノレ部はよの多械

な入力信号な各般の j1l'しボタンにより 11;1j i却される人ブ] V)J拠出t

(ワイヤ ・ スプリング ・リ レ ー) により切り換えて 1 }，l!~ を i選択し，

A/D ( アナログ/デジタノレ)変換 と 宇部の計算{たとえばタンク ・

レベルから容毘の算出)をしてデジタノレ表示したり，印字記録

を行なったりする。
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A/D 変換は 2 :i1主 3 けたであり， 8 ・ 4 ・ 2 ・ 1 のコードによる順次

比較方式によっている。 A/D 変換器はワイヤ ・ スプリ γ グ ・リ

レー，精街抵抗桜， ト ランジ スタなどから構成されていて， 1 

点、の変換を 2 秒以内に完了する。デジタル表示の場合は，この

信号を投影炎示に必~な 10進コ ードに変換して送出し， 表示球

内の必要なランプを点火させて数字を表示する。

デジタノレ記録の場合は，あらかじめプログラムされた順序に

従って白動的に入力切換総が作動し ， A/D 変換を行なった信号

を，さらにプリ ンタに迎したコー ドに変換して，時刻を含めた

印字が行なわれ，記録を完了すれば作動を停止する 。

アナログ記録は， j1l'し ボタンによって選択された 2 ベ y記録

器群が起動して，まず l 組が時刻を記録し， 次に中:自!~が J(i元の

記録を始めるが， 11年刻を記録した l 組の 1 ペンは l 分マーカを

記録する。このマーカによ り幹の記録紙からH年実IJを知ることが

できる。 2 ベ y以外の記録絞は本機と鍬\/__して作動するように

なって L 、る。 (京総生)

こうかんちゅう 鋼管柱 屯w線路の支持物として向架

橋・橋 りょう上は， 従米 1 .1.1形鋼の組合せ柱が多 く使用されてい

たが，新幹似では，山梨f(rjおよび橋りょうの区間が豆長1l1km

もあり，全|丘 IUJ 20% 以上にも述することを考慮して，各組支持

柱を比較検討したt山県，これら|正 IHJ の支持棺として，軽量で風

Dミの少なL 、鋼符伎を全 1!Ji(ド"'こ(止川した。この鋼管柱は，管体に

は JISSG 3444 ( 一 般梢辺j T!J 炭素銅鋼管)の 4 純 (STK 50) を i吏

川 し ， ~tt I li線路の r，;j íf，と，それに対するれの強さ，およ び，た

わみ量等を考慮 して，外i壬はすべて 267.4 mm に統・し，肉厚

iì6.6 mm , 8 mm , llmm および 13mm のものを傑準として使

川 している。 (1年地字二 )

こうきょうようちのしゅとくにかんするとくべっそち

ぼう 公共用地の取得に関する特別措置法 公共JIj事業

IIJJ也の以得のための法律制度と して， L土地収刑法1 があるもの

の，わが1'1 のP伝染経済の発以および国土の保全をはかる ための

似幹となる 'JJ "1:であ っ て，公共の利害に特に重大な関係があり，

かつ出~:'~r，に施行する必裂のある 'J r業に裂する用地の取得雛を恨

本i下jに解決するため，土地収用法をいかに適正に運用しでも 1

件につき事~Iæ定から裁決までにfí.術干均 i 年 3 筒月を要する

といわれ，現行規定では，その解決を lPJ 侍することは困難で

ある。そこで土地収用法の特例等を定める辺、律として ， L公共用
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